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　ステークホルダーの皆様には、平素より格別のご高配を賜

り、厚く御礼申し上げます。
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　「Hitz Vision Ⅱ」の2年目として、以下の取り組みを進め、増収増益を達成していく考
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　2014年度は、競合他社の低価格攻勢、原油価格下落に伴う
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　2014年度の事業環境は、前年度に続き主要顧客である国内
液晶業界・半導体業界では大規模な設備投資には慎重な中で、
設備投資に前向きな会社も出てきています。前年度に参入し
た太陽光発電所のEPC事業では固定価格買取単価の値下げに
よりマーケットが停滞する中、発電出力19.8ＭＷ、7.6ＭＷ、2
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　当社グループにおいては、中期経営計画「Hitz Vision Ⅱ」のも
とで、環境・グリーンエネルギー、社会インフラ整備と防災およ
び先進技術分野を中心に研究開発を進めています。研究開発活
動は、技術圿





2013 2014年度

333,433

ɾϓϥϯτ෦ڥ
+21,668

ց෦ػ
+3,231

ϓϩηεثػ෦





ᶃڥۀࣄ
　  　当社グループの売上には公共工事が大きな割合を占めてお
り、当社グループでは安定した収益を確保するために、官需と
民需のバランスの取れた事業構造の構築、アフターサービス、



　経営上の意思決定を行う機関としては、取締役会および経営
戦略会議を設置しています。
　取締役会では、法令で定められた事項のほか、経営の基本方針
をはじめとする重要事項の決定および業務執行の監督を行って
います。さらに、経営幹部からなる経営戦略会議では、経営に関
する基本戦略・重要事項について審議を尽くしており、的確な経
営判断ができる体制をとっています。
　当社では、経営に外部的視点を取り入れることにより、意思決
定の透明性・適正性を確保するとともに、業務執行に対する一層
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（単位：百万円）

2013年度（2013年4月1日～2014年3月31日）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
ظटߴ 45,442 5,973 48,314 △1,798 97,931
　会計方針の変更による累積的影響額
会計方針の変更を殄響方塵 廉5,973 48,314 △1,798 97,931 △�

涛 さð
株主資本以磨減項目減本等影響� さ&積3囅 45,442 5,973 � 99,888
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事業所・主なグループ会社

ຊࣾ
〒559-8559
大阪市住之江区南港北1-7-89
TEL 06-6569-0001

౦ژຊࣾ
〒140-0013
東京都品川区南大井6-26-3
（大森ベルポートD館15階）
TEL 03-6404-0800（総務）

ٕज़։ൃຊ෦
〒551-0022
大阪市大正区船町2-2-11
TEL 06-6551-9101

ւಓࣾࢧ
〒060-0003
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